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安
元
御
賀
の
日
程
構
成

│
│
三
月
五
日
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
│
│

　
後
白
河
院
の
五
十
の
賀
と
し
て
、
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）

三
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
賀
宴
が
催
さ
れ
た
。
四
日
が
「
賀

宴
」、
六
日
が
「
後
宴
」
と
し
て
公
式
な
記
録
に
載
る
が
、
そ

の
間
の
五
日
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、『
玉
葉
』
や
『
定
能
卿

記
』、『
安
元
御
賀
記
』
と
い
っ
た
諸
文
献
に
は
五
日
も
四
日

に
引
き
続
き
遊
宴
が
持
た
れ
て
お
り
、「
中
の
日
」
と
称
さ
れ

て
い
る
。
安
元
御
賀
は
、
白
河
院
の
五
十
賀
で
あ
る
康
和
二

年
（
一
一
〇
二
）
の
御
賀
を
先
例
と
し
て
お
り
、
日
程
の
構

成
も
そ
れ
に
倣
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
来
は
天

皇
の
忌
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
後
宴
を
避
け
る
か
た
ち
で
発

生
し
た
こ
の
「
中
の
日
」
が
、
安
元
御
賀
で
は
当
初
か
ら
設

定
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
比
較
的
緩
や
か
な
一
日
と
し
て

楽
し
む
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
賀
宴
や
後

宴
に
比
べ
て
柔
軟
な
対
応
が
可
能
で
あ
っ
た
「
中
の
日
」
は
、

先
例
に
な
い
行
事
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
そ
の
後
も
展
開
し

て
い
っ
た
。
院
政
期
御
賀
は
先
例
の
模
倣
に
よ
っ
て
停
滞
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
積
極
的
に
新
儀
を
取
り
込
み
、

よ
り
よ
い
賀
宴
を
目
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

は
じ
め
に

一
、
安
元
御
賀
の
日
程

二
、「
中
の
日
」
の
成
立

三
、「
中
の
日
」
の
性
格

四
、「
中
の
日
」
の
展
開

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

　
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
三
月
四
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
、
後
白

河
院
の
五
十
賀
が
挙
行
さ
れ
た
。
出
席
し
た
九
条
兼
実
や
藤
原
定
能

が
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
が
、
藤
原
隆
房
も
ま
た
『
安
元
御
賀
記
』

（
以
下
『
御
賀
記
』）
を
著
し
、
そ
の
盛
儀
を
伝
え
て
い
る
。
高
倉

天
皇
が
主
宰
し
た
こ
の
賀
宴
は
、
平
家
と
後
白
河
院
の
蜜
月
を
も
描

く
も
の
で
あ
り
、
後
に
『
御
賀
記
』
に
は
平
家
の
全
盛
を
印
象
づ
け

る
脚
色
が
施
さ
れ
た
群
書
類
従
本
（
以
下
類
従
本
）
が
誕
生
す
る
な

ど
、
平
家
物
語
を
中
心
と
し
た
諸
作
品
と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
て
い

る（
１
）。

　
ま
た
六
日
に
行
わ
れ
た
青
海
波
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
実
施
記
録

の
検
証
や
源
氏
物
語
の
影
響
、
平
家
物
語
や
『
平
家
公
達
草
紙
』
と

の
関
係
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
芸
能
方
面
か
ら
も
多
く
の
成
果
が
報
告

さ
れ
て
い
る（
２
）。

　
し
か
し
、
御
賀
そ
の
も
の
の
構
成
や
進
行
過
程
、
装
束
な
ど
の
有

職
に
関
し
て
は
残
さ
れ
た
問
題
が
多
い
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
か
つ

て
安
元
御
賀
に
お
け
る
先
例
の
取
り
扱
い
を
検
討
し
、
そ
の
運
営
状

況
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
あ
る（
３
）。

御
賀
の
運
営
に
於
け
る

先
例
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、『
通
憲
入
道
蔵
書
目
録（
４
）

』

に
、

御
賀
記
　
四
巻
〈
康
和
三
巻
、
仁
平
一
巻
、
同
式
一
巻
、
仁
平
〉

と
あ
る
よ
う
に
、
康
和
や
仁
平
と
い
っ
た
先
行
御
賀
の
記
録
と
と
も

に
、「
式
」
と
し
て
そ
の
次
第
も
残
さ
れ
て
お
り
、
運
営
の
際
の
重

要
な
手
引
き
書
で
あ
っ
た
。
安
元
御
賀
に
お
い
て
も
『
玉
葉
』
や

『
定
能
卿
記
』
に
康
和
や
仁
平
、
そ
の
他
先
行
御
賀
の
記
録
が
頻
出

し
て
お
り
、
賀
宴
の
実
態
把
握
に
は
、
こ
う
し
た
先
例
の
検
討
が
不

可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
、
院
政
期
の
賀
宴
は
「
マ
ン
ネ
リ
化

し
、
精
彩
を
欠
い
て
い
く
し
か
な
か
っ
た（
５
）」
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
は
、
頻
出
す
る
先
例
を
単
純
な
模
倣
と
理
解
し
た
た
め
で
あ
る
。

た
だ
し
実
際
に
は
、
先
例
は
よ
り
よ
い
進
行
の
た
め
に
模
索
さ
れ
て

お
り
、
と
き
に
は
新
儀
が
持
ち
込
ま
れ
る
な
ど
、
そ
の
運
営
態
度
に

は
積
極
的
な
姿
勢
も
見
ら
れ
る
。

　
御
賀
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
分
明
な
部
分
が
多
い
。
そ
う
し
た
問

題
意
識
の
も
と
、
本
稿
で
は
、
賀
宴
の
日
程
構
成
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
た
い
。一

、
安
元
御
賀
の
日
程

　
ま
ず
は
安
元
御
賀
の
日
程
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。『
玉
葉
』

安
元
二
年
正
月
二
日
条
に
は
、

長
方
云
、
御
賀
三
月
四
日
、
後
宴
六
日
、
試
楽
二
月
廿
一
日

云
々
、

 

（
安
元
二
年
正
月
二
日
条
）

と
あ
り
、
御
賀
の
職
事
で
あ
っ
た
藤
原
長
方
の
言
葉
と
し
て
、
試
楽
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が
二
月
二
十
一
日
、
賀
宴
が
三
月
四
日
と
六
日
の
二
日
間
で
あ
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
公
式
の
日
程
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
玉
葉
』
や
『
定
能
卿
記
』
の
二
月
二
十
一
日
条
に
は
閑
院
内
裏
で

の
試
楽
の
記
事
が
あ
り
、
試
楽
が
催
行
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
『
玉
葉
』
は
御
賀
が
終
わ
っ
た
翌
日
に
、

　
　
賀
宴
三
ヶ
日
無
風
雨
之
難
、

 

（
安
元
二
年
三
月
七
日
条
）

と
し
て
お
り
、
賀
宴
は
「
三
ヶ
日
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
安

元
御
賀
に
出
席
し
た
健
御
前
の
『
た
ま
き
は
る
』
に
も
、

安
元
二
年
、
五
十
の
御
賀
と
言
ふ
事
あ
り
き
。
三
月
四
日
よ
り

六
日
ま
で
、
三
日
あ
り
し
事
に
や
。
確
か
に
も
お
ぼ
え
ず
。

と
見
え
る
。
こ
の
「
三
日
」
は
、
四
日
、
五
日
、
六
日
の
「
三
日
」

と
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
『
玉
葉
』
の
「
三
ヶ
日
」
も

同
様
に
、
間
の
五
日
を
含
ん
で
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
五
日
に
つ
い
て
『
た
ま
き
は
る
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

三
日
が
ほ
ど
、
女
房
み
な
日
ヽ
に
装
束
き
替
う
（
ふ
）。
中
の

日
は
物
の
具
を
ば
着
ず
。
初
め
果
て
、
い
づ
れ
を
晴
れ
と
、
か

ね
て
聞
こ
え
ざ
り
し
か
ば
、
三
日
劣
ら
じ
と
装
束
き
た
り
し
さ

ま
こ
そ
、
う
た
て
お
ど
ろ
〳
〵
し
か
り
し
か
。

　
三
日
間
、
女
房
達
が
装
束
を
替
え
た
と
し
、「
中
の
日
」
も
同
様

で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
「
中
の
日
」
が
、
五
日
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

御
賀
の
四
日
と
後
宴
の
六
日
に
挟
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
名
称
と
考
え

ら
れ
る
が
、
つ
ま
り
は
五
日
も
四
日
、
六
日
と
同
様
に
御
賀
の
一
日

と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
玉
葉
』
や
『
定
能
卿
記
』
の
五
日
条
に
は
、
後
白
河
院
、
高
倉

天
皇
を
始
め
、
廷
臣
、
女
房
た
ち
が
参
集
し
て
船
楽
、
蹴
鞠
、
御
遊

が
行
わ
れ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
前
後
の
御
賀
、
後
宴
と
比
べ

て
も
遜
色
は
な
い
。
ま
た
『
御
賀
記
』
に
も
四
日
、
五
日
、
六
日
が

載
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
三
日
間
が
安
元
の
御
賀
と
い
う
認
識
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
四
日
と
六
日
だ
け
を
公
式
な
日
程

と
し
、
五
日
を
そ
こ
に
含
ま
ず
「
中
の
日
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と

を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
従
来
、
こ
う
し

た
日
程
の
構
成
が
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
五
日
は
後
宴
が
延

期
さ
れ
た
た
め
に
空
い
た
一
日
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た（
６
）。

し
か
し
後

述
す
る
よ
う
に
、
五
日
は
急
な
延
期
で
発
生
し
た
の
で
は
な
く
、
あ

ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
て
い
た
「
中
の
日
」
で
あ
っ
た
。

二
、「
中
の
日
」
の
成
立

　
五
日
の
よ
う
な
「
中
の
日
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
、
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
御
賀
行
事
の
構

成
、
進
行
の
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
は
そ
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。
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三
月
五
日
に
つ
い
て
、『
定
能
卿
記
』
は
、

今
日
々
次
不
宜
、
仍
不
被
行
後
宴
、
未
剋
許
人
々
参
集
、（
後
略
）

と
し
て
い
る
。「
日
次
」
が
良
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
後
宴
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
理
由
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
玉
葉
』
に
は
そ
う
し
た
記

述
は
な
く
、『
御
賀
記
』
も
五
日
の
記
事
に
「
明
日
は
後
宴
に
て
、

今
日
は
さ
し
た
る
こ
と
な
け
れ
ど
も
」
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
未
刻
に
は
人
々
が
集
ま
り
、『
定
能
卿
記
』
で
は
「
主
上
、

法
皇
於
御
簾
中
御
覧
」（『
玉
葉
』
も
同
じ
）
と
あ
っ
て
、
高
倉
天
皇

と
後
白
河
院
の
出
御
も
あ
り
、
前
日
同
様
、
遊
宴
を
始
め
て
い
る
の

で
あ
る
。
公
式
な
日
程
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
日
同
様
、

法
住
寺
南
殿
に
集
ま
り
、
遊
宴
が
催
さ
れ
た
こ
の
日
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
安
元
御
賀
の
日
程
構
成
を
考
え
る
上
で
、

こ
の
「
中
の
日
」
五
日
の
位
置
づ
け
は
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
手
懸
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
記
述
が
『
玉
葉
』
同
日
条
に

見
え
る
。
兼
実
は
「
申
剋
」
に
直
衣
を
着
し
て
法
住
寺
南
殿
へ
参
じ

て
い
る
。
場
所
は
前
日
と
同
様
で
あ
る
が
、
四
日
は
束
帯
で
の
参
集

で
あ
っ
た
。
四
日
に
比
べ
て
五
日
の
遊
宴
が
そ
れ
ほ
ど
格
式
張
っ
た

場
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
兼
実
は
そ
の
直
衣
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

薄
色
堅
文
奴
袴
、
出
紅
打
衣
、
康
和
、
知
足
院
殿
令
出
紅
打
給

例
也
、
又
仁
平
、
宇
治
左
府
同
出
之
、

　
紅
の
打
衣
を
出
す
こ
と
に
つ
い
て
、
康
和
御
賀
（
一
一
〇
二
）
の

際
の
祖
父
忠
実
の
例
に
倣
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
康
和
御
賀
の

記
録
で
確
認
し
て
み
る
と
、
忠
実
が
直
衣
を
着
し
て
い
る
の
は
三
月

十
八
日
の
賀
宴
の
翌
日
、
十
九
日
で
あ
っ
た
。『
殿
暦
』
同
日
条
に

は
「
着
直
衣
、
皆
紅
衣
同
色
出
打
衣
」
と
見
え
て
お
り
、
次
に
あ
げ

た
『
中
右
記
』
同
日
条
に
も
傍
線
部
の
通
り
、
直
衣
姿
の
右
大
臣
忠

実
が
紅
の
打
衣
を
出
し
て
い
た
と
見
え
て
い
る
。

十
九
日
〈
甲
戌
坎
日
〉
内
堅
固
一
日
御
物
忌
也
、
仍
無
指
事
也
、

但
殿
上
人
或
着
直
衣
参
中
宮
御
方
、
中
宮
女
房
乗
船
興
〈
色
々

出
衣
、
面
々
興
有
〉、
右
大
臣
殿
同
乗
船
給
、
管
絃
〈
着
直
衣

給
、
紅
打
衣
出
給
、
随
身
布
衣
指
船
〉、
殿
上
人
堪
管
絃
之
輩

五
六
許
輩
候
舟
、
下
官
着
衣
冠
、
依
召
参
入
乗
船
、
晩
頭
於
中

宮
御
方
、
聊
有
絲
竹
興
、
入
夜
退
下
、

　
康
和
四
年
三
月
に
催
さ
れ
た
康
和
御
賀
は
、『
玉
葉
』
に
、「
今
度

賀
宴
、
偏
康
和
例
也
」（
安
元
二
年
三
月
四
日
条
）
と
あ
っ
て
、
安

元
御
賀
の
先
例
に
さ
れ
た
御
賀
で
あ
り
、
十
八
日
が
賀
宴
、
二
十
日

が
後
宴
で
あ
っ
た
。
十
九
日
は
そ
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
康
和

御
賀
の
日
程
構
成
も
、
安
元
御
賀
の
そ
れ
と
全
く
同
じ
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
そ
う
し
た
点
で
注
目
す
べ
き
は
、
右
に
あ
げ
た
『
中
右

記
』
同
日
条
の
波
線
部
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
十
九
日
は
、「
坎
日
」、

す
な
わ
ち
凶
日
で
あ
り
、「
内
堅
固
一
日
御
物
忌
也
」
で
あ
っ
た
と

す
る
。『
殿
暦
』
に
は
「
依
御
物
忌
、
今
日
無
後
宴
」
と
あ
り
、
こ

の
日
に
後
宴
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
こ
の
日
次
の
悪
さ
の
た
め
で
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あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
う
し
た
十
九
日
で
も
船
楽
と
御
遊
が
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
も
ま
た
御
賀
の
一
日
と
し
て
機
能
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
安
元
御
賀
の
五
日
の
様
子
は
康
和
御
賀
の
「
中
の
日
」

で
あ
る
三
月
十
九
日
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
兼
実
が
五
日
の
装
束

の
先
例
と
し
て
こ
の
三
月
十
九
日
の
例
を
持
ち
出
し
て
い
る
こ
と
も

あ
わ
せ
る
と
、
安
元
御
賀
の
「
中
の
日
」
は
康
和
御
賀
の
そ
れ
に

倣
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
御
賀
の
日
程
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
の
算
賀
を
検
討
し

た
村
上
美
紀
氏（
７
）が
、『
山
槐
記
』
安
元
元
年
八
月
十
六
日
条
を
と
り

あ
げ
、
安
元
御
賀
の
御
賀
行
事
所
始
の
日
時
決
定
が
陰
陽
寮
の
日
時

勘
申
に
よ
っ
て
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
算
賀
の
開
催
日
に
つ
い

て
も
同
様
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
も
の
が
あ
る
。
確
か
に
吉
日
の
選

定
に
陰
陽
寮
が
関
与
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
村
上
氏
も
述
べ
る
と

お
り
そ
う
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
は
な
い
。
よ
っ
て
賀
宴
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
先
行
御
賀
の
影
響
の
可
能
性
を
検
討
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
に
平
安
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
の
上

皇
あ
る
い
は
法
皇
が
被
賀
者
と
な
っ
た
御
賀
の
日
程
を
確
認
し
て
お

く
。

被
賀
者
（
年
齢
）

年
　
月
　
日

根
拠
資
料

①
嵯
峨
上
皇
（
40
）

天
長
２
年
（825

）
11
月
28
日
30
日

類
聚
国
史

②
宇
多
法
皇
（
40
）

延
喜
６
年
（906

）
10
月
23
日
26
日
・

11
月
７
日

日
本
紀
略
・
扶
桑
略

記

③
陽
成
上
皇
（
40
）

延
喜
７
年
（907

）
12
月
21
日

日
本
紀
略

④
宇
多
法
皇
（
50
）

延
喜
16
年
（916

）
３
月
3
日
５
日

７
日
19
日
・
12
月
21
日

日
本
紀
略
・
扶
桑
略

記
・
西
宮
記

⑤
宇
多
法
皇
（
60
）

延
長
４
年
（926

）
９
月
28
日

日
本
紀
略

⑥
陽
成
上
皇
（
70
）

承
平
７
年
（937

）
12
月
11
日
（
17

日
）

日
本
紀
略
11
日
、
一

代
要
記
17
日

⑦
陽
成
上
皇
（
80
）

天
暦
元
年
（944

）
７
月
23
日
・
12

月
26
日

日
本
紀
略

⑧
白
河
法
皇
（
50
）

康
和
４
年
（1102

）
３
月
18
日
20
日

中
右
記
・
殿
暦

⑨
白
河
法
皇
（
60
）

天
永
３
年
（1112

）
３
月
16
日
18
日

22
日
・
４
月
25
日
・
11
月
25
日

中
右
記
・
殿
暦

⑩
鳥
羽
法
皇
（
50
）

仁
平
２
年
（1152

）
３
月
７
日

８
日
・
８
月
16
日
28
日
29
日

兵
範
記
・
仁
平
御
賀

記

⑪
後
白
河
法
皇
（
50
）
安
元
２
年
（1176

）
３
月
４
日
６
日

玉
葉
・
定
能
卿
記
・

安
元
御
賀
記

⑫
後
白
河
法
皇
（
60
）
文
治
２
年
（1186

）
12
月
27
日

玉
葉

　
右
の
表
は
賀
宴
ま
た
は
法
会
の
記
録
の
み
抽
出
し
、
試
楽
等
は
省

略
し
た
。

　
算
賀
を
受
け
た
上
皇
、
法
皇
と
し
て
は
嵯
峨
、
宇
多
、
陽
成
、
白
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河
、
鳥
羽
、
後
白
河
の
六
代
と
な
る
。
そ
の
中
で
安
元
御
賀
と
同
様

に
、
間
に
一
日
お
い
た
日
程
を
組
ん
で
い
る
の
は
、
①
嵯
峨
上
皇
四

十
賀
（
以
下
天
長
御
賀
）、
④
宇
多
法
皇
五
十
賀
（
以
下
延
喜
御
賀
）、

⑧
白
河
法
皇
五
十
賀
（
以
下
康
和
御
賀
）、
⑨
白
河
法
皇
六
十
賀

（
以
下
天
永
御
賀
）
の
四
御
賀
で
あ
る
。

　
初
出
の
①
天
長
御
賀
は
一
一
月
二
八
日
に
楽
と
舞
が
あ
り
、
三
〇

日
に
は
奉
表
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
の
二
九
日
に
賀
宴
が
行
わ
れ
た

記
録
は
な
い
。
次
の
④
延
喜
御
賀
で
は
、
三
月
の
五
日
に
仁
寿
殿
で

藤
原
時
平
男
敦
忠
が
散
手
舞
を
披
露
し
、
七
日
に
も
同
様
に
賀
宴
が

持
た
れ
た
が
、
そ
の
間
の
六
日
に
遊
宴
を
行
っ
た
記
録
は
見
え
な
い
。

記
録
を
残
す
も
の
と
し
て
は
、
前
述
の
通
り
⑧
康
和
御
賀
が
安
元
御

賀
と
重
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
十
年
後
に
催
行
さ
れ
た
⑨
天
永
御
賀

も
同
様
の
日
程
で
あ
る
。
被
賀
者
は
康
和
御
賀
と
同
様
白
河
法
皇
で

あ
り
、
天
永
三
年
三
月
十
六
日
に
院
御
所
六
条
院
で
賀
宴
、
十
八
日

に
同
所
で
後
宴
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
間
の
十
七
日
に
つ
い
て
『
殿

暦
』
は
、

十
七
日
甲
戌
、
今
日
昨
日
改
御
装
束
、
無
別
事
、
天
陰
、
雨
甚

降
、
入
夜
退
出
、

と
す
る
の
み
で
あ
る
が
、『
中
右
記
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

天
陰
従
夜
前
雨
脚
間
灑
也
、
午
後
雲
葉
頗
晴
、
帰
忌
幷
坎
日
也
、

今
明
内
御
物
忌
也
、
然
而
殿
上
人
等
多
直
衣
参
進
中
門
廊
云
々
、

　
波
線
を
付
し
た
が
、
こ
の
日
も
「
帰
忌
」
と
「
坎
日
」
と
い
う
凶

日
で
あ
り
、
天
皇
の
物
忌
の
日
で
あ
っ
た
が
、
殿
上
人
が
直
衣
姿
で

「
中
門
廊
」
に
参
進
し
て
い
る
。
天
候
が
不
順
で
あ
っ
た
た
め
康
和

御
賀
や
安
元
御
賀
の
よ
う
な
規
模
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

同
日
に
遊
宴
が
持
た
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

　
つ
ま
り
、
康
和
御
賀
と
天
永
御
賀
の
「
中
の
日
」
は
、
安
元
御
賀

の
五
日
と
重
な
る
点
が
多
く
、
安
元
御
賀
の
「
中
の
日
」
も
ま
た
先

行
御
賀
、
特
に
康
和
御
賀
に
倣
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
天
長

御
賀
は
記
録
に
な
い
た
め
不
明
だ
が
、「
中
の
日
」
は
凶
日
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
発
生
し
た
、
賀
宴
と
後
宴
の
あ
い
だ
の
非
公
式
の
日

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、「
中
の
日
」
の
性
格

　
安
元
御
賀
の
「
中
の
日
」
は
、
康
和
御
賀
を
先
例
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
異
な
る
点
も
見
ら
れ
る
。
次
に
康
和
御
賀

と
安
元
御
賀
の
「
中
の
日
」
を
比
較
し
、
そ
の
相
違
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

　
ま
ず
は
康
和
御
賀
の
「
中
の
日
」
の
時
間
的
推
移
を
押
さ
え
て
お

く
。『
中
右
記
』
康
和
四
年
三
月
十
九
日
条
に
よ
れ
ば
、
当
日
は
中

宮
篤
子
内
親
王
の
も
と
に
参
集
し
、
中
宮
女
房
や
殿
上
人
が
船
に
乗

り
、
管
絃
に
興
じ
て
い
る
。『
殿
暦
』
に
は
「
数
剋
廻
池
」「
酉
剋
許

各
下
了
」
と
あ
り
、
日
中
は
船
楽
に
終
始
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後

「
晩
頭
」（『
中
右
記
』）
よ
り
、
中
宮
の
も
と
で
御
遊
が
催
さ
れ
、
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藤
原
忠
実
は
「
深
更
」（『
殿
暦
』）
に
宿
所
へ
戻
っ
て
い
る
。『
中
右

記
』
に
は
御
遊
の
様
子
を
「
聊
有
絲
竹
興
」
と
し
て
お
り
、
管
絃
が

催
さ
れ
た
ら
し
い
。
一
貫
し
て
中
宮
方
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
る
の

は
、
賀
者
で
あ
る
天
皇
が
不
在
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
殿

暦
』
に
「
興
味
尤
多
、
女
房
装
束
美
麗
無
極
者
也
」
と
い
う
記
述
が

見
え
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
十
九
日
全
体
の
評
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
言
葉
は
賀
宴
の
十
八
日
条
、
後
宴
の
二
十

日
条
に
は
見
え
な
い
。
船
楽
や
夕
刻
か
ら
の
管
絃
の
御
遊
は
十
八
日

に
も
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
自
体
が
「
興
味
尤
多
」
の
対
象
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
女
房
達
の
装
束
が
特
に
称
賛
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
慮

す
れ
ば
、
や
は
り
こ
の
日
は
、
賀
宴
や
後
宴
と
は
異
な
る
雰
囲
気
の

一
日
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
安
元
御
賀
で
は
「
未
剋
」（『
定
能
卿
記
』）
に
参
集
。
ま
ず
建
春

門
院
と
中
宮
徳
子
の
女
房
た
ち
が
「
東
釣
殿
」
か
ら
乗
船
し
船
楽
が

始
ま
る
。
中
宮
方
か
ら
の
乗
船
は
康
和
に
一
致
す
る
。
そ
の
後
「
南

庭
」
に
お
い
て
蹴
鞠
が
催
さ
れ
、
後
白
河
院
、
高
倉
天
皇
も
御
簾
の

う
ち
よ
り
こ
れ
を
観
覧
、「
秉
燭
」
に
及
ん
で
御
遊
が
行
わ
れ
て
い

る
。『
定
能
卿
記
』
に
は
「
次
於
女
院
御
方
有
御
遊
」
と
あ
り
、
建

春
門
院
方
で
催
さ
れ
た
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
安
元
の
「
中
の
日
」
も

中
宮
や
建
春
門
院
方
な
ど
の
女
院
方
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

　
建
春
門
院
方
の
女
房
と
し
て
安
元
御
賀
に
加
わ
っ
た
健
御
前
は
、

『
た
ま
き
は
る
』
の
な
か
で
御
賀
に
参
加
し
た
者
の
装
束
、
と
り
わ

け
女
院
の
周
囲
に
あ
っ
た
女
房
達
の
装
束
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る

が
、
こ
の
御
賀
は
「
金
、
錦
な
ど
制
と
聞
こ
え
し
か
ど
、
身
を
始
め

て
、
破
り
た
る
人
〳
〵
多
か
り
き
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
伝
え

て
い
る
。
金
や
錦
は
禁
制
で
あ
っ
た
が
、
守
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た

ら
し
く
、
同
僚
女
房
達
の
装
束
は
華
や
か
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な

か
で
自
身
の
装
束
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

中
の
日
の
裳
、
唐
衣
ば
か
り
な
り
し
日
は
、
さ
な
が
ら
浮
線
綾
、

織
物
な
ど
の
桜
の
衣
ど
も
を
、
桜
の
散
り
花
織
り
浮
か
し
、
錦
、

織
物
の
裳
、
唐
衣
な
ど
に
も
桜
の
歌
、
詩
な
ど
を
衣
の
褄
、
唐

衣
、
裳
の
腰
に
、
い
か
に
せ
ん
と
置
き
縫
い
、
金
に
て
も
し
、

木
を
打
ち
な
ど
、
心
く
に
袴
、
小
袖
、
扇
な
ど
ま
で
、
た
ゞ
春

の
花
、
珍
し
く
清
ら
な
る
色
ふ
し
を
、
人
に
ま
さ
ら
ん
と
心
を

尽
く
し
た
り
し
。

　
装
束
に
桜
の
花
や
関
連
の
詩
歌
を
施
す
な
ど
、
様
々
意
匠
を
凝
ら

し
、「
人
に
ま
さ
ら
ん
と
心
を
尽
く
し
た
り
し
」
と
い
っ
た
様
子
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
、
女
房
達
の
装
束
の
華
や
か
な
様
子
は
、
先
述

の
康
和
御
賀
の
『
殿
暦
』
の
「
女
房
装
束
美
麗
無
極
者
也
」
と
い
う

記
述
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
女
房
だ
け
で
な
く
男
性
貴
族
の
装
束
も
特
徴
的
で
あ
る
。

こ
の
日
に
公
卿
達
が
直
衣
で
参
集
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、

随
身
達
の
装
束
つ
い
て
も
『
定
能
卿
記
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
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る
。

今
日
、
院
随
身
等
皆
布
衣
、
其
中
将
監
中
臣
重
近
、
殊
折
花
、

齢
及
八
旬
也
、
平
礼
、
指
角
帯
、
着
錦
衣
、
同
単
、

　
布
衣
を
着
し
た
院
の
随
身
達
の
な
か
で
も
、
左
近
将
監
中
臣
重
近

の
装
束
を
「
殊
折
花
」
と
し
て
称
賛
し
て
い
る
。「
錦
衣
」
と
あ
る

た
め
美
麗
な
装
束
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
具
体
的
に
は
『
御
賀

記
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

院
御
随
身
、
思
ひ
思
ひ
の
な
り
ど
も
に
て
、
西
の
釣
殿
の
へ
ん

に
さ
ぶ
ら
ふ
。
そ
の
中
に
重
近
、
年
は
八や
そ
ぢ十

に
も
や
及
び
ぬ
ら

む
、
唐
の
麴き

塵ぢ
ん

上か
み

下し
も

に
、
白し
ろ

銀か
ね

の
泥で
い

に
て
鶴
を
か
く
。
赤
地
の

錦
の
衣き
ぬ

に
白
地
の
錦
の
単ひ
と

衣へ

、
革か
は

の
帯
を
さ
し
て
、
征そ

矢や

か
き

た
り
し
こ
そ
、
ま
こ
と
に
翁
さ
び
人
な
と
が
め
そ
と
思
へ
る
け

し
き
な
り
し
か
。

　
『
定
能
卿
記
』
に
あ
る
「
錦
衣
」
は
赤
地
の
も
の
で
、
単
衣
は
白

地
の
錦
で
あ
っ
た
。
し
か
し
特
筆
す
べ
き
は
白
銀
で
鶴
を
描
い
た
麹

塵
の
上
下
で
あ
ろ
う
。『
御
賀
記
』
は
重
近
の
装
束
か
ら
、『
伊
勢
物

語
』
一
一
四
段
の
「
翁
さ
び
人
な
と
が
め
そ
狩
衣
け
ふ
ば
か
り
と
ぞ

鶴
も
鳴
く
な
る
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。「
八
十
」
で
後

白
河
院
の
御
賀
に
加
わ
る
重
近
に
、
光
孝
天
皇
の
鷹
狩
り
に
加
わ
っ

た
元
鷹
飼
の
老
人
の
姿
を
重
ね
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
述
は
四
日
や

六
日
に
は
見
え
な
い
。

　
さ
ら
に
『
御
賀
記
』
は
続
け
て
、
右
近
将
監
秦
兼
頼
の
装
束
を
描

き
、「
こ
れ
又
お
も
し
ろ
か
り
き
」
と
評
し
、「
つ
ぎ
つ
ぎ
は
わ
れ
も

わ
れ
も
と
お
と
ら
ぬ
さ
ま
な
り
き
」
と
も
し
て
い
る
。
随
身
達
が

各
々
装
束
の
美
し
さ
を
競
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
は
院
の
随
身

だ
け
で
な
く
他
の
随
身
も
同
様
で
あ
っ
た
ら
し
く
、『
御
賀
記
』
に

は
関
白
の
随
身
四
人
が
四
季
の
装
束
で
遊
宴
を
彩
っ
た
様
が
描
か
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
賀
宴
や
後
宴
の
日
に
対
し
て
、
比
較
的
自
由
に
華

や
か
さ
を
競
う
の
が
「
中
の
日
」
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
殊
折
花
」
日

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
康
和
御
賀
と
安
元
御
賀
と
で
は
異
な
る
点
も
あ
る
。
康
和

で
は
「
中
の
日
」
は
凶
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、『
中
右
記
』『
殿

暦
』
同
日
条
に
堀
河
天
皇
の
出
御
は
見
ら
れ
ず
、
中
宮
篤
子
内
親
王

の
も
と
に
集
ま
っ
て
、
遊
宴
が
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
康
和
御
賀
に

倣
っ
た
と
思
わ
れ
る
天
長
御
賀
で
も
「
中
の
日
」
は
凶
日
で
あ
り

「
内
御
物
忌
」
と
あ
る
た
め
、
や
は
り
天
皇
の
出
御
は
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
天
皇
不
在
と
い
う
状
況
が
「
中
の
日
」
の
雰
囲
気
に
影
響

を
与
え
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
し
か
し
安
元
御
賀
の
場
合
は
、「
中
の
日
」
を
設
定
し
な
が
ら
、

「
主
上
、
法
皇
於
御
簾
中
御
覧
」（『
定
能
卿
記
』）
と
あ
り
、
高
倉

天
皇
は
出
御
の
上
、
遊
宴
を
観
覧
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
賀
宴
の
翌

日
が
凶
日
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
翌
日
を
後
宴
と
し
た
こ
と
で
発

生
し
た
の
が
非
公
式
な
「
中
の
日
」
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
安
元
御

賀
に
つ
い
て
は
そ
う
し
た
記
述
は
見
え
ず
、
高
倉
天
皇
も
出
御
し
て
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い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
は
凶
日
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
定
能

卿
記
』
だ
け
が
五
日
を
「
今
日
々
次
不
宜
」
と
し
て
お
り
、
そ
う
し

た
本
来
の
「
中
の
日
」
の
背
景
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
康
和
御
賀
に
倣
っ
て
安
元
御
賀
で
も
「
中
の
日
」
を
設

け
た
が
、
そ
れ
は
五
日
に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
天
皇
の

出
御
が
な
い
「
中
の
日
」
が
、
比
較
的
自
由
な
性
格
を
持
っ
た
一
日

と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
安
元
御
賀
で
も
そ
う
し
た
一
日

を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
単
純
な
模
倣
で
は
な
い
。
康
和
御

賀
と
同
様
中
宮
方
が
賀
者
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

高
倉
天
皇
が
出
御
し
て
い
る
の
は
、「
中
の
日
」
の
変
容
を
示
し
て

い
る
。

四
、「
中
の
日
」
の
展
開

　
本
来
天
皇
の
凶
日
と
し
て
発
生
し
た
「
中
の
日
」
が
、
安
元
御
賀

で
は
当
初
か
ら
賀
宴
の
一
日
と
し
て
設
定
さ
れ
、
天
皇
出
御
の
な
か

行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
も
う
ひ
と
つ
康
和
御
賀
と
は
異
な

る
点
と
し
て
、
蹴
鞠
の
催
行
が
あ
る
。『
玉
葉
』
は
次
の
よ
う
に
記

す
。

次
蔵
人
基
行
〈
挟
端
取
鞠
不
付
枝
〉、
置
前
庭
、
次
堪
蹴
鞠
之

侍
臣
九
人
入
自
西
中
門
参
上
、
親
信
朝
臣
、
頼
輔
朝
臣
〈
已
上

束
帯
、
各
着
柳
帳
下
重
〉、
定
能
朝
臣
、
泰
通
朝
臣
、
有
房
朝

臣
、
雅
賢
朝
臣
〈
已
上
直
衣
、
揚

、
撤
緌
、
巻
纓
如
元
〉、

維
盛
朝
臣
〈
不
撤
緌
揚

〉、
家
光
〈
着
革
襪
〉、
時
家
〈
不
撤

緌
、
不
揚

、
挟
端
〉、
已
上
九
人
暫
候
庭
上
、
依
関
白
相
示

上
鞠
〈
刑
部
卿
頼
輔
朝
臣
上
之
、
件
人
、
依
此
事
、
近
曾
昇
殿

云
々
、
先
与
親
信
朝
臣
暫
相
譲
、
進
出
取
鞠
、
頗
向
御
所
上
之
、

只
一
足
也
〉、
鞠
間
無
殊
事
、
但
頼
輔
朝
臣
依
堪
能
、
雖
応
其

撰
、
今
日
頗
不
入
其
興
、
衆
人
以
為
無
詮
〈
後
聞
、
頭
弁
曰
、

刑
部
卿
於
鞠
者
、
不
中
用
人
歟
、
万
人
大
咲
云
々
〉
院
御
随
身

重
近
、
兼
頼
已
下
着
布
衣
〈
各
有
風
流
〉、
候
東
方
、
関
白
及

余
、
内
府
随
身
在
西
方
、
各
取
遠
去
鞠
、
授
殿
上
人
、
此
中
、

関
白
随
身
下
臈
、
取
鞠
擲
撃
前
樹
、
観
人
者
解
頤
、
及
秉
燭
蹴

鞠
了
、

　
親
信
以
下
の
九
人
が
庭
上
に
集
ま
り
、
藤
原
頼
輔
が
「
堪
能
」

（『
御
賀
記
』「
こ
の
道
に
か
み
な
き
も
の
」）
で
あ
る
と
し
て
、
こ

の
日
の
上
鞠
を
務
め
て
い
る（
８
）。

最
初
に
鞠
を
蹴
り
上
げ
る
上
鞠
は
名

誉
の
役（
９
）で

あ
り
「
無
双
達
者
」（『
玉
葉
』
安
元
元
年
四
月
五
日
）
と

い
わ
れ
た
頼
輔
に
は
ふ
さ
わ
し
い
役
で
あ
る
が
、
事
前
に
そ
の
故
実

に
つ
い
て
確
認
し
て
い
た
ら
し
く
、『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
一
一

「
安
元
御
賀
の
時
刑
部
卿
頼
輔
朝
臣
賀
茂
神
主
家
平
に
上
鞠
の
故
実

を
聴
く
事
」
に
は
、

安
元
御
賀
の
時
、
三
位
頼
輔
、
賀
茂
神
主
家
平
が
家
に
行
向
て
、

「
御
賀
の
上
鞠
仕
べ
き
よ
し
勅
定
あ
り
。
其
間
の
子
細
、
訓
説

を
か
う
ぶ
る
べ
し
」
と
い
は
れ
け
れ
ば
、
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と
見
え
る
。
賀
茂
家
平
は
、
後
に
「
地
下
に
無
双
の
上
手）
（1
（

」
と
言
わ

れ
た
賀
茂
成
平
の
子
で
あ
り
、
頼
輔
は
成
平
父
子
を
師
と
し
て
教
え

を
受
け
て
い
た
。
そ
の
家
平
に
上
鞠
の
「
訓
説
」
を
求
め
た
が
、
そ

の
際
家
平
は
「
御
賀
の
鞠
つ
か
う
ま
つ
る
事
、
家
に
候
は
ね
ば
、
故

実
申
が
た
く
候
」
と
答
え
て
い
る
。「
安
元
御
賀
の
時
」「
御
賀
の
上

鞠
」「
御
賀
の
鞠
」
と
続
く
よ
う
に
、
や
は
り
五
日
も
御
賀
で
あ
る

と
の
認
識
で
あ
る
。

　
康
和
御
賀
で
蹴
鞠
が
行
わ
れ
た
記
録
は
見
え
な
い
。
つ
ま
り
安
元

御
賀
は
、
康
和
御
賀
に
は
な
い
も
の
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、『
定
能
卿
記
』
五
日
条
に
は
「
裏
書
曰
」
と
し
て
「
鞠
時

不
放
老
懸
、
有
其
謂
歟
、
然
而
仁
平
皆
放
之
」
と
あ
り
、
鳥
羽
院
の

仁
平
御
賀
（
仁
平
二
年
三
月
七
日
八
日
）
で
は
催
行
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
蹴
鞠
の
時
に
「
老
懸
」
を
装
着
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
仁

平
の
際
は
こ
れ
を
は
ず
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
定
能
も
こ

れ
に
倣
っ
た
よ
う
で
、「
下
官
〈
放
老
懸
〉」
と
見
え
る
。
仁
平
御
賀

で
の
蹴
鞠
の
例
だ
が
、『
仁
平
御
賀
記
』
や
『
兵
範
記
』
に
そ
の
記

述
は
な
い
。
あ
る
い
は
三
月
七
日
、
八
日
以
外
の
、
試
楽
な
ど
で
行

わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
飛
鳥
井
流
の
蹴
鞠
書
『
革
匊
要
略
集
』
巻
三
「
上
鞠
譲
人

様
事
」
の
裏
書
に
あ
る
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
、
御
賀
で
の
蹴
鞠
の

記
録
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

三
十
箇
条
式
云
、

白
河
院
六
十
ノ
御
賀
ニ
、
於
樋
口
斎
宮
一

、
院
内
蔵
人
所
衆
有

蹴
鞠
会
一

、
自
内
所
衆
方
一

送
ル

鞠
一

、（
後
略
）

　
白
河
院
の
六
十
賀
で
あ
る
天
永
御
賀
（
天
永
三
年
三
月
十
六
日
、

十
八
日
）
で
、「
蹴
鞠
会
」
が
あ
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ

し
天
永
御
賀
は
賀
宴
も
後
宴
も
六
条
院
で
行
わ
れ
て
お
り
、「
樋
口

斎
宮
」
で
は
な
い
。
ま
た
「
院
内
蔵
人
所
衆
」
が
行
っ
た
と
あ
り
、

四
位
、
五
位
の
中
少
将
が
務
め
た
安
元
御
賀
よ
り
も
小
規
模
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。『
中
右
記
』
に
よ
れ
ば
、
三
月
十
七
日
は
天
皇
の

忌
日
で
あ
っ
た
が
、「
殿
上
人
等
多
直
衣
参
進
中
門
廊
云
々
」
と
し

て
、「
中
の
日
」
が
設
定
さ
れ
て
遊
宴
が
持
た
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

同
日
に
「
樋
口
斎
宮
」
で
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
別
の
日
に

行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う）
（（
（

。

　
つ
ま
り
仁
平
御
賀
や
天
永
御
賀
で
の
蹴
鞠
は
、
ご
く
小
規
模
の
も

の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
安
元
御
賀
で
は
、
院
や
天
皇
の
前

で
行
う
重
要
な
催
し
と
し
て
「
中
の
日
」
に
採
用
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
後
白
河
院
と
蹴
鞠
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
山
槐
記
』

治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
三
月
六
日
条
に
、
院
御
所
七
条
殿
に
お
い

て
「
鞠
会
」
が
行
わ
れ
た
際
、「
少
時
法
皇
〈
着
御
布
付
衣
〉
出
御
、

鞠
足
等
参
候
懸
下
之
候
、
法
皇
令
下
立
御
」
と
あ
っ
て
、
自
身
も
参

加
し
て
い
る）
（1
（

。
頼
輔
が
成
通
の
推
薦
を
受
け
て
後
白
河
院
の
蹴
鞠
の

師
範
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
考
え
合
わ
せ
る
と）
（1
（

、「
中
の
日
」

へ
の
蹴
鞠
の
採
用
に
は
、
後
白
河
院
の
意
志
が
働
い
て
い
た
の
だ
ろ
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う
。

　
公
式
な
日
程
で
あ
る
賀
宴
や
後
宴
に
比
べ
て
「
中
の
日
」
は
、
そ

の
緩
や
か
な
性
格
を
活
か
す
か
た
ち
で
展
開
し
た
と
思
わ
れ
る
。
先

例
と
し
た
康
和
御
賀
に
は
な
い
蹴
鞠
を
「
中
の
日
」
に
入
れ
た
の
は

当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
中
の
日
」
は
そ
う
し
た

比
較
的
自
由
の
利
く
日
程
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
設
定
、
展
開
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、
文
永
五
年
（
一

二
六
八
）
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
後
嵯
峨
上
皇
の
五
十
の
賀

（
以
下
、
文
永
御
賀
）
が
あ
る
。
廣
橋
経
光
の
『
民
経
記
』
文
永
四

年
十
一
月
二
十
七
日
条
（
裏
書
）
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
あ

る
。

今
日
人
々
談
云
、
御
賀
儀
、
正
月
十
七
日
楽
書
始
、
閏
正
月
不

可
有
殊
事
、
二
月
先
於
仙
洞
可
有
舞
御
覧
、
次
禁
省
同
儀
、
次

試
楽
、
三
月
四
日
行
幸
亀
山
殿
、
五
日
賀
礼
、
六
日
賓
遊
等
、

御
遊
・
船
楽
・
蹴
鞠
、
今
度
可
有
詩
会
云
々
〈
代
々
例
無
之
〉、

七
日
後
宴
、
今
夜
還
御
、
或
又
五
日
行
幸
、
六
日
賀
礼
、
七
日

賓
遊
、
八
日
後
宴
・
還
御
、
両
様
ニ
被
取
日
次
云
々
、

　
二
月
に
舞
の
御
覧
、
試
楽
を
予
定
し
、
三
月
に
院
御
所
で
あ
る
亀

山
殿
に
お
い
て
御
賀
を
執
り
行
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
日
程
と
し
て

は
、
五
日
か
ら
七
日
ま
で
と
、
六
日
か
ら
八
日
ま
で
の
、
ふ
た
つ
の

候
補
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
翌
五
年
二
月
に
元
か
ら
の
使
者
が

あ
っ
た
た
め
、
御
賀
自
体
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
注
目
す
べ
き
は

そ
の
日
程
構
成
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
初
日
を
「
賀
礼
」、
最
終
日

を
「
後
宴
」
と
し
、
そ
の
間
を
「
賓
遊
」
と
し
て
い
る）
（1
（

。
ま
だ
賀
宴

や
後
宴
の
よ
う
な
公
式
な
日
程
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、「
中
の

日
」
と
呼
ぶ
し
か
な
か
っ
た
安
元
御
賀
に
比
べ
る
と
、
御
賀
の
一
日

と
し
て
の
認
識
が
定
ま
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
御
遊
」、

「
船
楽
」、「
蹴
鞠
」
と
い
う
そ
の
内
容
は
安
元
御
賀
そ
の
ま
ま
で
あ

り
、
文
永
御
賀
が
安
元
御
賀
に
倣
っ
た
可
能
性
は
高
い）
（1
（

。

　
し
か
し
波
線
部
分
に
あ
る
、
今
回
は
「
詩
会
」
を
行
う
と
い
う
記

述
は
大
き
な
相
違
で
あ
る
。「
代
々
」
例
が
な
い
と
あ
る
通
り
、
管

見
の
限
り
「
詩
会
」
が
行
わ
れ
た
御
賀
は
見
当
た
ら
な
い
。
全
く
の

新
儀
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
安
元
御
賀
で
蹴
鞠
が
持
ち

込
ま
れ
た
よ
う
に
、
文
永
御
賀
で
は
「
詩
会
」
が
あ
ら
た
に
加
え
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
中
の
日
」
は
、
先
例

の
な
い
新
儀
を
取
り
入
れ
や
す
い
日
と
し
て
、
展
開
し
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　
一
見
、
先
行
御
賀
の
模
倣
の
よ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
実
は
よ

り
よ
い
御
賀
の
た
め
、
積
極
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
本
稿
で
検
討
し
た
「
中
の
日
」
も
、
本
来
は
天
皇
の
忌
日
か
ら
発

生
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
天
皇
の
出
御
が
な
か
っ
た
こ
と
、
中
宮
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方
と
そ
の
女
房
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
執
り
行
っ
た
こ
と
が
、
比
較

的
緩
や
か
で
、
か
つ
華
や
か
な
一
日
を
生
み
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

安
元
御
賀
が
高
倉
天
皇
の
出
御
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
康
和
御

賀
同
様
に
「
中
の
日
」
を
設
定
し
、
中
宮
徳
子
方
の
主
導
で
催
行
し

た
の
は
、
そ
う
し
た
一
日
を
楽
し
む
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
た
ま
き
は
る
』
が
記
す
女
房
た
ち
の
様
子
や
、『
御
賀
記
』
に
描

か
れ
る
随
身
た
ち
の
装
束
か
ら
も
、
そ
う
し
た
様
子
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

　
院
の
御
賀
と
い
う
晴
儀
に
あ
た
っ
て
は
、
賀
宴
の
内
容
だ
け
で
な

く
、
そ
の
日
程
の
構
成
や
進
行
に
も
充
分
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
。

今
後
、
そ
う
し
た
全
体
像
の
解
明
が
求
め
ら
れ
る
。

注（
１
）　
久
保
田
淳
『
藤
原
定
家
と
そ
の
時
代
』
一
「
平
家
文
化
の
中
の
『
源

氏
物
語
』
─
『
安
元
御
賀
記
』
と
『
高
倉
院
昇
霞
記
』」（
岩
波
書
店
・

一
九
九
四
〔
初
出
『
文
学
』vol

五
〇
・
一
九
八
二
）、
伊
井
春
樹
『
物

語
の
展
開
と
和
歌
資
料
』
第
四
章
八
「『
安
元
御
賀
記
』
の
成
立
─
定

家
本
か
ら
類
従
本
・『
平
家
公
達
草
紙
』
へ
─
」（
風
間
書
房
・
二
〇
〇

三
〔
初
出
『
国
語
国
文
』
六
一
巻
一
号
・
一
九
九
二
年
〕）、
櫻
井
陽
子

「『
平
家
物
語
』
と
周
辺
諸
作
品
と
の
交
響
」（『
軍
記
と
語
り
物
』
第

四
六
号
・
二
〇
一
〇
）、
拙
論
「
群
書
類
従
本
『
安
元
御
賀
記
』
の
成

立
」（『
國
文
學
論
叢
』
六
一
輯
・
二
〇
一
六
）

（
２
）　
榊
泰
純
「
青
海
波
と
師
長
」（『
日
本
仏
教
芸
能
史
研
究
』・
風
間
書

房
・
一
九
八
〇
）、
堀
淳
一
「
後
白
河
院
五
十
賀
に
お
け
る
舞
楽
青
海

波
─
『
玉
葉
』
の
視
線
か
ら
─
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
三
集
・

新
典
社
・
一
九
九
九
）、
三
島
暁
子
「
御
賀
の
故
実
継
承
と
「
青
海
波

小
輪
」
に
つ
い
て
─
附
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
青
海
波
垣
代
之
図
』

翻
刻
─
」（『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
三
輯
・
思
文
閣
出
版
・
二
〇

〇
八
）、
同
「
安
元
御
賀
試
楽
の
場
─
妙
音
院
師
長
「
御
説
指
図
」
に

よ
る
舞
楽
「
青
海
波
」
を
中
心
に
─
」（『
梁
塵 

研
究
と
資
料
』
第
二

十
五
号
・
二
〇
〇
八
）

（
３
）　
拙
論
「
安
元
御
賀
と
故
実
─
『
玉
葉
』
に
お
け
る
仁
平
御
賀
の
先
例

を
中
心
に
─
」（『
國
文
學
論
叢
』
六
二
輯
・
二
〇
一
七
）

（
４
）　
群
書
類
従
第
二
十
八
輯

（
５
）　
村
上
美
紀
「
平
安
時
代
の
参
賀
」（『
寧
楽
史
苑
』
四
十
号
・
一
九
九

五
）

（
６
）　
藤
原
重
雄
・
三
島
暁
子
「
高
松
宮
家
旧
蔵
『
定
能
卿
記
』（
安
元
御

賀
記
）」
解
題
（
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
二
輯
・
思

文
閣
出
版
・
二
〇
〇
六
）
に
は
「
安
元
二
年
三
月
五
日
、
後
宴
が
延
期

と
な
り
公
卿
・
侍
臣
の
興
遊
と
な
っ
た
が
」
と
あ
り
、
後
宴
は
延
期
さ

れ
た
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

（
７
）　
前
掲
注
（
５
）
論
文

（
８
）　
頼
輔
と
安
元
御
賀
の
蹴
鞠
に
つ
い
て
は
、
北
山
円
正
「
安
元
御
賀
の

蹴
鞠
と
藤
原
頼
輔
」（『
神
戸
女
子
大
学 

古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀

要
』
十
四
号
・
二
〇
二
〇
）
が
詳
し
い
。

（
９
）　
十
三
世
紀
成
立
の
蹴
鞠
書
『
革
匊
要
略
集
』
に
は
、
頼
輔
の
上
鞠
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
し
て
い
る
。

而
シ
テ
安
元
ノ
御
賀
之
時
、
頼
輔
卿
其
身
為
二

重
代
一
ト

。
而
モ
伝
二

テ

成
通
ノ

正
流
一
ヲ

、
応
二
シ
テ

御
師
範
一
ニ

、
為
時
之
上
手
一

之
間
、
奉
二
ヨ

リ

上
鞠
之
役
一
ヲ

已
降
、
余
人
イ
ト
被
ル
ヽ

用
此
役
一
ニ

事
無
シ

之
、
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安
元
御
賀
で
上
鞠
を
務
め
て
か
ら
は
、「
余
人
」
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
頼
輔
の
当
日
の
上
鞠
自
体
は
、

『
玉
葉
』
が
「
鞠
間
無
殊
事
、
但
頼
輔
朝
臣
依
堪
能
、
雖
応
其
撰
、
今

日
頗
不
入
其
興
、
衆
人
以
為
無
詮
」
と
す
る
ご
と
く
、「
興
」
が
な

か
っ
た
と
し
て
不
評
で
あ
っ
た
。
続
け
て
頭
弁
長
方
の
言
葉
と
し
て
、

「
刑
部
卿
於
鞠
者
、
不
中
用
人
歟
」
と
あ
り
、「
不
中
用
」
す
な
わ
ち

役
に
立
た
な
い
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
。『
御
賀
記
』
が
「
さ
て
、
ふ

た
た
び
足
に
当
て
て
の
ち
、
我
が
も
と
へ
鞠
く
れ
ば
、
ぬ
け
足
を
ふ
み

て
、
逃
げ
ら
れ
き
。
そ
れ
し
も
わ
り
な
し
や
」
と
す
る
様
子
を
指
す
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
評
価
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
後
、
こ
れ
が
頼
輔
の
子
孫
の
有
職
と
な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
や
は
り

「
凡
夫
の
し
わ
ざ
に
は
あ
ら
ざ
り
け
り
」（『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
一

「
侍
従
大
納
言
成
通
の
鞠
は
凡
夫
の
業
に
非
ざ
る
事
」）
と
い
わ
れ
た

藤
原
成
通
の
「
正
流
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
享
徳
二
年
（
一
四

五
三
）
に
後
花
園
天
皇
の
内
裏
で
行
わ
れ
た
蹴
鞠
を
見
た
一
条
兼
良
の

書
『
享
徳
二
年
晴
之
御
鞠
記
』（
群
書
類
従
第
十
九
輯
）
に
は
、
次
の

よ
う
に
あ
る
。

此
時
侍
従
大
納
言
成
通
と
き
こ
え
し
人
、
こ
の
道
の
奥
義
を
き
は

め
て
、
神
変
不
思
議
の
こ
と
な
ど
も
あ
り
き
。
そ
の
ゝ
ち
刑
部
卿

頼
輔
卿
成
通
に
（
マ
マ
）此

道
を
つ
た
へ
て
、
高
倉
安
元
の
御
賀
の
あ
げ
ま

り
な
ど
も
つ
と
め
侍
り
。
頼
輔
の
孫
宗
長
雅
経
と
て
お
は
し
け
り
。

難
波
飛
鳥
井
の
両
流
の
は
じ
め
に
て
、
い
づ
れ
も
を
と
ら
ぬ
上
足

な
り
。

 

　
「
神
変
不
思
議
」
の
成
通
か
ら
伝
え
ら
れ
た
頼
輔
が
安
元
御
賀
で
上

鞠
を
務
め
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
孫
で
あ
る
宗
長
の
難
波
家
、
雅
経
の
飛

鳥
井
家
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
蹴
鞠
の
家
と
し
て
続
い
て
い
る
こ
と
を
述
べ

て
い
る
。
ま
た
二
条
良
基
が
、
王
朝
の
こ
ろ
の
儀
式
が
復
興
さ
れ
た
と

い
う
体
で
記
し
た
架
空
の
宮
廷
日
記
で
あ
る
『
お
も
ひ
の
ま
ゝ
の
日

記
』
に
も
、「
こ
の
比
は
さ
り
ぬ
べ
き
公
事
も
は
て
ぬ
れ
ば
、
御
ま
り

の
あ
そ
び
あ
り
。
あ
げ
ま
り
は
、
朝
ま
り
に
は
難
波
う
け
た
ま
は
る
」

と
あ
っ
て
、
上
鞠
を
「
難
波
」
が
務
め
た
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
架

空
の
物
語
で
あ
っ
て
も
、
上
鞠
の
役
は
頼
輔
の
流
れ
が
務
め
る
と
記
さ

れ
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
、
安
元
御
賀
で
の
頼
輔
の
上
鞠
が
貴
族
社
会
で

の
有
職
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
10
）　
二
条
為
定
『
遊
庭
秘
鈔
』（
群
書
類
従
第
十
九
輯
）。

（
11
）　
渡
辺
融
・
桑
山
浩
然
『
蹴
鞠
の
研
究
　
公
家
鞠
の
成
立
』
所
収
（
東

京
大
学
出
版
会
・
一
九
九
四
）。「
三
十
箇
条
式
」
は
、
藤
原
成
通
に
よ

る
と
さ
れ
る
蹴
鞠
書
で
あ
り
、
成
通
は
天
永
御
賀
に
参
加
し
て
い
る
。

（
12
）　
渡
辺
融
氏
は
こ
の
『
山
槐
記
』
の
記
事
を
あ
げ
、「
管
見
の
限
り
、

後
白
河
院
は
、
天
皇
或
い
は
上
皇
と
し
て
蹴
鞠
を
プ
レ
ー
し
た
こ
と
が

記
録
に
残
っ
て
い
る
最
初
の
人
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
し
て
い

る
（
渡
辺
融
・
桑
山
浩
然
『
蹴
鞠
の
研
究 

公
家
鞠
の
成
立
』
所
収
・

東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
九
四
）。

（
13
）　
『
内
外
三
時
抄
目
録
』
并
序
に
頼
輔
の
腕
を
認
め
た
成
通
が
「
こ
れ

を
推
て
聖
皇
の
師
と
す
、
そ
れ
よ
り
こ
の
か
た
、
當
家
相
續
し
て
ほ
と

〳
〵
國
師
た
り
」
と
す
る
。
渡
辺
融
氏
は
『
蹴
鞠
口
伝
集
』
の
記
述
を

基
に
、
こ
の
推
挙
を
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
正
月
直
後
か
と
推
測
し

て
い
る
（
渡
辺
融
・
桑
山
浩
然
『
蹴
鞠
の
研
究 

公
家
鞠
の
成
立
』
所

収
・
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
九
四
・
五
三
頁
）。

（
14
）　
「
賓
遊
」
は
、
た
と
え
ば
『
貞
観
政
要
』
論
尊
師
傳
第
十
に
、「
晩

接
二

賓
遊
一、
訪
二

得
夫
於
當
代
一

」
と
あ
る
よ
う
に
、「
賓
客
」
を
指
す
。

管
見
の
限
り
、
遊
宴
の
会
を
「
賓
遊
」
と
す
る
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

『
民
経
記
』
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
六
月
二
十
三
日
条
に
は
、
経
光

が
興
福
寺
、
東
大
寺
に
参
詣
し
た
際
、
木
津
よ
り
船
に
乗
っ
た
よ
う
だ
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が
、
船
中
で
「
舟
中
景
気
宴
遊
好
、
江
上
鐘
揺
夕
日
傾
、
柳
岸
煙
光
䔥

索
道
、
蘆
州
風
響
渺
茫
聲
、
蒼
波
一
夜
雲
千
里
、
白
霧
数
行
月
五
更
、

蔟
々
靑
山
當
眼
處
、
玄
流
酌
酒
動
心
情
」
と
詠
ん
で
い
る
。
漢
詩
文
を

楽
し
み
、
酒
宴
に
及
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
文
永
御
賀
で
も
船
楽
や
詩
会

を
予
定
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
は
「
宴
遊
」
と
あ
る
べ
き
か
。

（
15
）　
三
島
暁
子
氏
が
紹
介
す
る
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
青
海
波
垣
代
之

図
』（「
御
賀
の
故
実
継
承
と
「
青
海
波
小
輪
」
に
つ
い
て
─
附
早
稲
田

大
学
図
書
館
蔵
『
青
海
波
垣
代
之
図
』
翻
刻
─
」・『
禁
裏
・
公
家
文
庫

研
究
』
第
三
輯
・
思
文
閣
出
版
・
二
〇
〇
九
）
は
、
文
永
御
賀
の
後
宴

で
行
う
予
定
で
あ
っ
た
青
海
波
の
た
め
に
、
安
元
御
賀
で
の
故
実
を
記

し
た
も
の
を
文
永
御
賀
の
行
事
上
卿
で
あ
る
花
山
院
師
継
が
書
写
し
、

さ
ら
に
そ
れ
を
「
右
近
衛
権
中
将
藤
原
某
」
が
写
し
た
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
文
永
御
賀
が
安
元
御
賀
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
よ
う
。

【
引
用
本
文
】『
玉
葉
』
…
図
書
寮
叢
刊
『
九
条
家
本
玉
葉
』（
明
治
書
院
）、

『
た
ま
き
は
る
』
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
と
は
ず
が
た
り 
た
ま
き
は

る
』（
岩
波
書
店
・
一
九
九
四
）、『
定
能
卿
記
』
…
藤
原
重
雄
・
三
島
暁
子

「
高
松
宮
家
旧
蔵
『
定
能
卿
記
』（
安
元
御
賀
記
）」
解
題
（
田
島
公
編
『
禁

裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
二
輯
・
思
文
閣
出
版
・
二
〇
〇
六
年
）、『
殿
暦
』

…
大
日
本
古
記
録
『
殿
暦
』（
岩
波
書
店
）、『
中
右
記
』
…
増
補
史
料
大
成

『
中
右
記
』（
臨
川
書
店
）、『
安
元
御
賀
記
』
…
徳
川
黎
明
会
叢
書
古
筆
手

鑑
編
五
『
古
筆
聚
成
』（
思
文
閣
出
版
・
一
九
九
四
）
所
収
『
安
元
御
賀
日

記
』
の
影
印
を
翻
刻
し
、
適
宜
句
読
点
を
打
ち
、
漢
字
を
あ
て
た
。
本
文
は

振
り
仮
名
と
し
て
残
し
て
い
る
。『
伊
勢
物
語
』
…
日
本
古
典
文
学
大
系

『
伊
勢
物
語
』（
岩
波
書
店
）、『
古
今
著
聞
集
』
…
日
本
古
典
文
学
大
系

『
古
今
著
聞
集
』（
岩
波
書
店
）、『
民
経
記
』
…
大
日
本
古
記
録
『
民
経
記
』

（
岩
波
書
店
）、『
貞
観
政
要
』
…
新
釈
漢
文
大
系
『
貞
観
政
要
（
上
）』（
明

治
書
院
）

〔
付
記
〕
本
稿
は
学
術
研
究
助
成
基
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「『
安
元
御
賀
記
』

を
中
心
と
し
た
院
政
期
御
賀
の
総
合
的
研
究
」（19K

00359

）
に
よ
る
成

果
の
一
部
で
あ
る
。


